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Leister Technologies AG, Galileo-Strasse 10, CH-6056 Kaegiswil/Schweiz

                                 2006/42,
                                            2004/108 ( 2016.04.19), 2014/30 ( 2016.04.20),
                                            2006/95 ( 2016.04.19), 2014/35 ( 2016.04.20),
                                            2011/65

                         EN 12100                                           
EN 55014-1, EN 55014-2, EN 61000-6-2
EN 61000-3-2, EN 61000-3-3, EN 61000-3-11 (Zmax)
EN 62233, EN 60335-2-45, EN 50581

Kaegiswil, 21.12.2015

                                          Bruno von Wyl, CTO                         Andreas Kathriner, GM

                                 V~             200 230 400 (2 LNPE)    V~           200 230 400 (2 LNPE)

                                W             4200 3680 5700              W             4200 3680 5700

                                Hz            50 / 60                       Hz            50 / 60

                                °C             100 – 620                  °F             212 – 1148 

                                m/min.     1.5 – 18                     ft/min       4.9 – 59.1 

                        %             40 – 100                            %             40 – 100

                                LpA (dB)     70                                      LpA (dB)     70
                                kg            22                                 lbs            48.5. 

× ×    mm          500 × 400 × 195                       19.7 × 15.8 × 7.7

                                                 2                                                         2

                                                         3                            3

I                                                        1                                                         1

★
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141.891 VARIANT T1, 230 V / 40 mm / 
141.892 VARIANT T1, 230 V / 20 mm / 
141.893 VARIANT T1, 400 V / 40 mm / CEE (3LNPE)
141.894 VARIANT T1, 400 V / 20 mm / CEE (3LNPE)
147.739 VARIANT T1, 200 V / 40 mm / 
147.748 VARIANT T1, 200 V / 20 mm / 

Leister 

142.650 /              139.438 
140.530 /                137.843 T 
142.221                                       116.798 
141.326                           142.705 

• LEISTER Technologies AG 
www.leister.com

• (8)

• (9)

• (1)

• 400 2000
(3) (5) «Maintenance servicing»

10 (4)

• Leister 24 

Leister VARIANT T1 
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熱風自動溶接機バリアント T1 をお買い上げいただきありがとうございます。
お客様は高品質な材料で製作された最上の熱風自動溶接機をお選びになられまし
た。本製品は最新の溶接技術に基づいて開発および生産されています。バリアン
ト T1 は、いずれもスイス工場から出荷される前に厳重な品質管理を受けています。

目次
使用、警告、注意                                                                                                             P          93

適合、廃棄、テクニカルデータ                                                                                     P          94

概要、操作エレメント                                                                                                     P          95

情報アイコン、作動アイコン、クイックインフォ                                                      P          96

使用準備、設置                                                                                                                 P          97

溶接手順                                                                                                                             P          98

運搬準備、ボタンの組み合わせ                                                                                     P          99

動作モード (第 1 章)                    1.1   規定値表示
                                                       1.2   動作表示                                                              P         100

                                                       1.3   作動速度の調節                                                  

                                                       1.4   溶接温度の調節                                                  P         101

                                                       1.5   風量の調節                                                                          

                                                       1.6   長さ測定、熱風機/ドライブカウンター        P        102

                                                       1.7   プロフィールの選択                                                          

                                                       1.8   冷却                                                                      P         103

                                                       1.9   スタンバイ                                                                          

                                                       1.10 故障メッセージ                                                                  

プロフィールの設定 (第 2 章)    2.1   プロフィール設定のボタンの組み合わせ      P         104

                                                       2.2   プロフィールの作成
                                                       2.3   スタンバイの設定                                              P         105

よくある質問                                                                                                                     P  106/107

溶接の適用                                                                                                                                 P         108
ライスターバリアントT1 の仕様、 付属品、                                                                
レーニング、メンテナンス、 サービスと修理、 保証                                                   P         109

J



93

ライスターバリアント T1
熱風自動溶接機

取扱説明書 (オリジナル取り扱い説明書の訳本) J

取扱説明書は、本製品をご使用になる前に熟読し、今後のため
に保管しておいてください。

溶接機を分解すると、電気が流れているコンポーネントと接続
部が露出されるため、生命の危険があります。溶接機を分解す
る前に、電源プラグをコンセントから抜いてください。

誤った熱風溶接機の 取り扱い方をすると、特に燃焼する素材や
爆発する可能性のあるガスの近くで使用すると、火災および爆
発の危険があります。

火傷の危険！高温になっている溶接ノズルに触れないでくださ
い。溶接機を冷却してください。
熱風を人や動物に向けないでください。

警告

溶接機はアース付きコンセントに接続してください。溶接機の
内側または外側でアースケーブルが断線すると危険です。
必ずアース付き延長 コード を使用してください。

溶接機は必ず監視下で使用してください。目に見えないところ
で、熱が可燃素材に達していることがあります。
溶接機は、必ず熟練者または熟練者の監視下で使用してくださ
い。決してお子様に使用させないでください。

現場で溶接機を使用する場合、安全のために必ず漏電遮断器を
使用してください。

装置に表示されている定格電圧は電源/本線電源の電圧に対応し
ている必要があります。N 61000-3-11、Zmax = 0.164 + j 0.102 。
必要に応じて、供給局にご相談ください。
電圧による故障を防ぐために熱風のブロワーは取り外してくだ
さい。

溶接機が湿ったり濡れたりしないようにしてください。

FI

230

400

注意

溶接機を追加荷重のところで持ち上げないでください。

使用

。
。 、 。

ー ー 。
。

•  防水シート(PVCなどの素材)の重ね合わせ/シーム/パイピング溶接用携帯熱風自動溶接機
•  必ず換気のよい場所でご使用ください。
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Leister Technologies AG, Galileo-Strasse 10, CH-6056 Kaegiswil/Schweiz は、本製品が当社によって
提供された仕様において以下のEU基準の要求を満たしていることを保証いたします。
規格：                                  2006/42,
                                            2004/108 (2016年4月19 以前), 2014/30 (2016年4月20日以降),
                                            2006/95 (2016年4月19日以前), 2014/35 (2016年4月20日以降),
                                            2011/65
整合規格：                         EN 12100                                           

EN 55014-1, EN 55014-2, EN 61000-6-2
EN 61000-3-2, EN 61000-3-3, EN 61000-3-11 (Zmax)
EN 62233, EN 60335-2-45, EN 50581

6056 Kaegiswil, 21.12.2015

                                          Bruno von Wyl, CTO                         Andreas Kathriner, GM

電気工具、アクセサリー、梱包材は、環境に配慮し必ず分別の上リサイクルし
てください。EU 諸国において、電気工具を一般ごみで廃棄することは固く禁じ
られています。

適合

廃棄

テクニカルデータ

電圧                                   V~             200     230     400 (2 LNPE)    V~           200     230     400 (2 LNPE)

電力                                W             4200, 3680, 5700              W             4200, 3680, 5700

周波数                            Hz            50 / 60                               Hz            50 / 60

温度                                °C             100 ~ 620 無段階             °F             212 ~ 1148 無段階
溶接速度                        m/min      1.5 ~ 18 無段階                ft/min       4.9 ~ 59.1 無段階
風量                                %             40 ~ 100                            %             40 ~ 100

騒音                                LpA (dB)     70                                      LpA (dB)     70
重量                                kg            22                                 lbs            48.5
電源ケーブルなし
寸法 L B H                 mm          500 400 195                インチ    19.7 15.8 7.7

適合マーク                                                      2                                                         2
安全マーク                                                         3                            3

保護等級 I                                                        1                                                         1

★ 供給電圧は切り替え不可
本書に記載している内容は、予告なしに変更になる事があります。詳しい内容は別途お
問い合わせください。
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概要

1.電源ケーブル
2.ケース
3.メインスイッチ
4.操作エレメント
5.ディスプレイ 
6.開始センサー
7.開始センサー調節用 
セットスクリュー  

8. ロッキングカム
9.溶接ノズル

10.熱風機用
ロッキングカム

11.加圧ローラー

12.ガイドローラー
13.ブランクホルダー
14.キャスター
15.ガイドローラー
16.追加荷重
17.運搬用ハンドル
18. 平小ねじ
19.ガイドバー下部
20.ガイドバー上部
21.締め付けレバー
(ガイドバー上部)

22.電源ケーブルホルダー
23.丸ベルト

24.セットスクリュー
(ガイドバー下部)

25.回転軸調整スクリュー
26.運搬ローラー
27.持ち上げ装置用ハンドル
28.グリップ
29.ホルダー用角度調節装置
30. ホイール微調整用
固定スクリュー

31. ホイール微調整用
固定スクリュー

32.ホイール微調整レバー
33.ガイドバーグリップ
34. ノズルゲージ 

操作エレメント (4)

熱風自動溶接機バリアント T1 のオン/オフ用

ドライブ 
作動速度の調節

ヒーター 
溶接温度の調節

送風機
風量の調節

e-Drive 
e-Driveはナビゲーターとして使用します。
これには次の2つの機能があります。

左または右に回して、各種メニ
ューまたは値を調節します。
確認または作動させる時は、
このボタンを押します。

メインスイッチ (3)

ガイドバー (オプション)

1

18

2

25

5
4

10 14

21

3

33

9

8

29
28

16

19

24

20

11

12

1323

17

17

22

22

26
27

156
30

7
31

32

40
m

m 34
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作動アイコン

情報アイコン

以下のアイコンは情報としてディスプレイに表示されます。
溶接ノズルが冷却さ
れます。

指定サービスセンター
に連絡します。

溶接機はスタンバイモー
ドになっており、スタン
バイモードが終わると溶
接機はオフになります。

Profile

80 %

620

6.0

Profile

80 %

520

6.0

情報アイコン

作動アイコン

熱風自動溶接機 バリアント T1はどのように始動させますか?
1.  電源ケーブルを電源に接続します
2.  メインスイッチ (3)をオンにします
3.  ドライブボタンを押します e-Driveを回します
4.  ヒーターボタンを押します e-Driveを回します
5.  送風機ボタンを押します e-Driveを回します
6.  e-Driveを押します 加熱時間：約 1 ～ 2 分
7.  素材メーカーの溶接指示および国家標準または規格に従って
テスト溶接を行ってください。テスト溶接の点検をしてください。

8.  溶接

熱風自動溶接機バリアント T1 はどのようにオフにしますか?
1.  e-Driveを押します (図 1)

2.  «Cool down OK» e-Driveを押し、 約 4 分間冷却します (図 2)
送風機は自動的にオフになります。

3.  溶接ノズル (9)が冷却したら、メインスイッチ (3)をオフにします

クイックインフォ

040

6.0
620

100 %

ON

(図 1) (図 2)OFF

Profile

80 %

520

6.0

温度が上昇していることを示しています。
温度が下降していることを示しています。

プログレスバー

以下のアイコンはディスプレイに表示され、e-Drive       を押すと消えます。
ヒーターと送風機をオンにする
(送風機が作動していない場合)
溶接機を停止させる
溶接機を始動させる

入力、確認

自動冷却
(ヒーターオフ、送風機オン)
構造における上へ (前のプ
ログラムに戻る)

プロフィールの選択
変更した名称の保存
プロフィール名の変更
次ページへ
次ページへ

Profile

Save

1 日の距離を0にリセットするReset
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設置
• 防水シート素材は、重複部分および上側と下側が清潔でなくてはりません。
• 溶接ノズル (9)、加圧ローラー (11)、ガイドローラー (12)、丸ベルト (23)、ブランクホル
ダー (13)は清潔でなくてはなりません。

• 熱風自動溶接機が搬送可能状態にない場合は、持ち上げ装置用ハンドル (27) を使用し
て持ち上げます。すると、運搬ローラー (26)が使えるようになります。

• 熱風自動溶接機を溶接位置にします。
• ハンドル (27)で熱風自動溶接機を溶接位置に下げます。運搬ローラー (26) は機能しなく
なり、それによって負荷がなくなります。

• ガイドローラー (15) を下に向けます。
• ガイドローラー (15)は加圧ローラー (11)
と並行でなくてはなりません (詳細 C)。

詳細 C

11 15

溶接機を定格電圧に接続します。溶接機に記されている定格電圧は、電源電圧と
一致していなくてはなりません。
停電の際は、熱風機 (8)を停止位置にします。

• ガイドバーを平小ねじ (18)で取り付けます。
   – ガイドバー (下部) (19)をセットスクリュー (24) で、ガイドバー (上部)

(20) を締め付けレバー (21)で任意の位置にします。
   – 電源ケーブル (1) の張力緩和装置をガイドバーまたはボディ部のホ

ルダー (22)に取り付けます。

230
400

18
18

21

19

24

20

22

27
2626

運搬準備、
グリップ左 

溶接位置、
グリップ右

• 追加荷重 (16) をセットします。
(最大 2 個)

使用準備

• 使用開始前、電源ケーブル (1)、プラグ、延長コードに電気的/機械的損傷がないか点検
してください。

• 溶接ノズル (9)の基本設定は工場で行われます。
• 溶接ノズル (9) の基本設定を点検します。

–点検は、ノズルゲージ (34)または詳細 A および B に従って行います。
詳細 A 詳細 B

129

1 mm34

9
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   –ドライブモーターが自動的に始動します。自動的に始動しない場合 (よくある質問、P 107)
   –モーターは操作エレメント (4)のドライブ および e-Drive        を使用して手動で始動
させることができます。

   –ドライブを と e-Drive         で始動させ、溶接ノズル (9)が挿入されると、熱風自動溶接機
は溶接ノズル (9)が出てきた後、さらに約 30 cm 進みます(ドライブの遅延停止)。

   –熱風自動溶接機は、ガイドバーグリップ (33)、運搬用ハンドル (17)またはグリップ (28)部で
、重複部分に沿って進ませることができます。溶接する際は、熱風自動溶接機をガイドバ
ーグリップ (33)、運運搬用ハンドル (17)またはグリップ (28) に力をかけずに移動させます。
力をかけると、溶接が失敗する原因になることがあります。
ガイドローラー (15) の位置に注意してください。

• 溶接終了
   –溶接後、溶接ノズル (9)を熱風機 (8)で溶接位置から右に押して持ち上げます。
   – 熱風機 (8)をロッキングカム (10)がグリップ (28) の開口部にかみ合うまで右に押しま
す。熱風機 (8) は停止位置にあります。

   – ガイドローラー (15) を上に向けます。

   –溶接作業が終了した後、e-Drive (2 ×押す) でヒーターをオフにします。すると、溶
接ノズル (9)は冷却され、送風機は約 4 分後、自動的にオフになります。(第 1.8 章冷却)

   – メインスイッチ (3) をオフにします。

電源ケーブルを電源から抜きます。

   – 溶接ノズル (9)を真鍮ブラシで清掃します。

• 準備
            素材メーカーの溶接指示および国家標準または規格に従ってテスト溶接を行って

ください。テスト溶接の点検をしてください。
   ‒ ドライブ、ヒーター、送風機の溶接パラメーターを設定します (第 1 章 動作モード) 
   ‒ 溶接温度に達していなくてはなりません (加熱時間：約 1～ 2分)。
• 溶接開始
   – ガイドローラー (15)を下に向けます。
   – 熱風機 (8)をロッキングカム (10) が開口部から押し出されるまで軽く動かします。熱

風機 (8) をすぐに下げます。
             警告：熱風機 (8)を押し込み過ぎたり、下げ過ぎたりすると、溶接ノズル (9)と加圧ロー

ラー (11) が接触します。すると、熱風機 (8)は下げることができません。 
   –ガイドローラー部分の上側の防水シート素材を持ち上げ、熱風機 (8)を押して溶接ノ

ズル (9)を重複している防水シートの間にいっぱいまで挿入します。

溶接手順

OFF

15

27
26

10

8
10 9

   – ハンドル (27)を動かして、運搬ローラー (26) を下げます
。そうすると、運搬用の加圧ローラー (11)とガイドロー
ラー (12)のロックが解除されます。

9

8
1099

11
12

230
400

15

28
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ボタンの組み合わせ

メインスイッチをオンにします。

ドライブボタンとヒーターボタン
を押した状態で、同時にメインス
イッチをオンにします。

ReleaseRelease

Profile

80 %

620

6.0

ReleaseRelease

1 1 
2
3

動作モード
第 1 章

プロフィールの設定
第 2 章

ON

ON

運搬準備

• ガイドローラー (15)を上に向けます。
• 熱風機 (8)をロッキングカム (10)がグリップ (28) の開口部にかみ合うまで右に押します。
熱風機 (8) は停止位置にあります。

• ハンドル (27)を動かして、運搬ローラー (26) を下げます。そうすると、運搬用の加圧ロ
ーラー (11)とガイドローラー (12)のロックが解除されます。

27
26 11

12
15

108
10

28

走らせる 持ち運ぶ
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1.2   動作表示
        • e-Drive     を押すと、ヒーターと送風機が始動し、規定値

表示が動作表示 に切り替わります。
        •  溶接ノズル (9)の加熱時、これはディスプレイ (5) にプ

ログレスバー、矢印         (上向き) 、現在の溶接温度 (点
滅) で表示されます (図 5)。
溶接温度の規定値になると、矢印とプログレスバーは
消えます (図 6)。

       •電源電圧が規定の定格電圧の範囲外(+/- 15%)の場合、
マークは測定された低電圧/過電圧および設定されてい
る風量 (交互に表示されます) と共に表示されます。風量
が 100 %の場合、 マークは点滅しながら 測定された
低電圧/過電圧と共に表示されます (図 7)。
(バリアント T1 のみ、230 V ～ が可能)

       低電圧/過電圧が溶接結果に影響を及ぼすことがあります。

       •規定の時間後にボタンを押さなかった場合、溶接ノズ
ル (9)が溶接位置にない場合、スタンバイメニューが表示
されます (第 1.9章 スタンバイ)。

       • 溶接ノズル (9) が停止位置にある場合、e-Driveを回して 冷却 (第 1.8 章冷却) または
プロフィール (第 1.7 章プロフィールの選択) のどちらかのメニューを選択すること
ができます。

        • 溶接ノズル (9) の向きを変えると、これらのメニュー はディスプレイ (5)か
ら消え、選択できなくなります。

       •  溶接ノズル (9)を冷却している間、これは最後まで進行したプログレスバー、矢印
(下向き)、現在の溶接温度 (点滅) がディスプレイ (5)に表示されることによって

示されます (図 8)。

Profile

620

6.0

Profile

80 %

520

6.0

Profile

620

6.0

Profile

80 %

520

6.0

Profile

1. 動作モード

1.1   規定値表示 (溶接機をオンにした後)
        メインスイッチ (3)をオンにする
        •溶接機をオンにすると、最後に設定された値がディスプレイ (5)に

表示されます (図 3)。
        •このメニューでは、ヒーター、送風機、ドライブがオフになっています。
       •この場合、ユーザーは操作エレメント (4)を使用して、次の章に記

載されている設定をどれでも行うことができます。
        •ただし、スイッチをオンにした時、ヒーターエレメントの温度が 80

℃を超えている場合、表示は直ちに冷却モード (第 1.8 章 冷却) に切
り替わり、送風機が常に最大出力で作動して溶接ノズル (9)を冷却し
ます。e-Drive         を押すと、いつでもこのモードから動作モードに切
り替えることができます。

       •冷却時、ヒーターエレメントの温度が 60 ℃になると、送風機はさ
らに 2 分間作動した後、自動的にオフになります。ディスプレイ
(5)は規定値表示に戻ります (図 3)。

       • e-Drive       をプロフィールに回すと、各種の溶接 プロフィールを選択
することができます (図 4：第 1.7 章 プロフィールの選択)。

Profile

80 %

620

6.0

(図 3)

Profile

(図 4)

ON

(図 5)

(図 7)

(図 6)

(図 8)
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1. 動作モード

1.3   作動速度の調節
        •ドライブボタン      で作動速度を調節することができます。これは

e-Drive        を回すことにより、0.1m/minずつ1.5 m/min ～ 18.0 m/minの範囲で
調節できます。この調節は、ドライブがオンまたはオフの状態で行
うことができます。3 秒間、操作エレメント (4)で入力が行われな
かったら、新しい作動速度が 取り込まれます。
ディスプレイ (5)に規定値の動作表示またはCool Downが表示されます
(図 9)。

        • 溶接ノズル (9)が溶接位置にない場合、ディスプレイ (5)
の左下に開始マーク                が表示されます。

       • e-Drive      を押すと、ドライブをオンにすることができ、停止マーク が表
示されます。作動速度は、直接e-Drive        を回して調節することができます。

        •改めてe-Drive       を押すと、停止コマンドが実行され、ドライブはオフになります。
ディスプレイに規定値の動作表示またはCool Downが表示されます。

        •ドライブボタン        を 3 秒間押すと、表示は他のメニューに切り替わります (第 1.6 章
長さ測定、送風機/ドライブカウンター参照)。

        • ヒーターボタン        または送風機ボタン        により、各メニューに切り替えることが
        できます。

620

6.0

1.4   溶接温度の調節
       •ヒーターボタン     で溶接温度を変更することができます。溶接温

度は、e-Drive を回して、10 ℃ずつ 100 ℃ ～ 620 ℃の間で調節で
きます。この設定は 3 秒間ボタンを操作しなかった場合、その 3 秒
間が過ぎると取り込まれます (図 10)。

       •このメニューを規定値表示から呼び出した場合、 e-Drive      を押し
てヒーターと送風機を始動させることができます。ヒーターがオン
になっている場合、冷却メニューを選択できます (第 1.8章 冷却)
(図 11)。

        •ヒーターボタン を 3 秒間押すと、電源電圧が作動速度の下に 表示
されます。この呼び出しは、動作表示からのみ行うことができます
(第 1.2 章)。(バリアント T1 のみ、230 V～ が可能)

        •ドライブボタン       または送風機ボタン       で、各メニューに切り替
えることができます。

100 %

620

6.0

Profile

80 %

520

6.0

(図 9)

(図 10)

(図 11)
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1. 動作モード

1.5   風量の調節
        •送風機ボタン        で風量を変更することができます。風量は

e-Drive        を回して、5%ずつ 40% ～ 100%の間で調節できます。こ
の設定は 3 秒間ボタンを操作しなかった場合、その 3 秒間が過ぎる
と取り込まれます。風量が100%に設定されている場合、ディスプレ
イ (5) には何も表示されません (図 12)。

       •このメニューを規定値表示から呼び出した場合、 e-Drive      を押し
てヒーターと送風機を始動させることができます。

        •冷却メニューは、e-Drive      を押すと選択できます(第 1.8 章 冷却) 

        •ドライブボタン またはヒーターボタン で、各メニューに切り替えることがで
きます。

100 %

620

6.0

1.6   長さ測定、送風機/ドライブカウンター
        •このメニュー (図 13) は、ドライブボタン を 3 秒間以上押し続ける

と表示されます。
        •このメニューでは、溶接機をオンにしてからの総作動時間と距離が

表示されます。合計距離 (この例の場合、1034 m) は変更することが
できず、使用開始以降の総距離が表示されます。

        • 1 日の距離 (この例の場合、012 m) は自動的にリセットされず、ユーザー
が からe-Drive       を押して 0 にリセットすることができます。

        •時間は溶接機の各コンポーネントの作動時間です。この場合、時間
は送風機 «Blow» (この場合、043:58)、ドライブ «Drive» (この場合、020:10) に割り当てら
れています。時間 «Total»は作動時間を示しています。これは、メインスイッチ (3)が
オンになっている時間と分 (この場合、143:12) をカウントします。

        • e-Drive     を押して、戻る矢印 を選択すると、ドライブボタン を押して移
動する前のメニューに戻ります。

Reset

(図 13)

(図 12)

Reset
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1.7   プロフィールの選択
       • ディスプレイ (5)右下の 表示が有効になると e-Drive     を押して

プロフィールを読み込むことができます。すると、«Select Profile»が表
示されます。e-Drive        を回して、プロフィールを選択できます。プ
ロフィール FREE 1–7はユーザーが自分で設定することができます (第 2
章 プロフィールの設定参照)。他のプロフィールはすべて、規定の値
が割り当てられており、ユーザーが設定することはできません
(図 14)。

       • e-Drive         を回して、ディスプレイ (5)
の左下または右下の矢印を有効にする
ことができます。
右矢印 e-Drive     を押すと次ペ
ージに進みます (図 15)。
左矢印 e-Drive     を押すと前ペ
ージに戻ります (図 16)。

       • e-Drive       を回して戻る矢印 
を有効にするとe-Drive     

を押してプロフィールメニューから選択して移動する前のメニューに戻ります
(図 15)。

        素材メーカーの溶接指示および国家標準または規格に従ってテスト溶接を行ってく
ださい。テスト溶接の点検をしてください。

Profile

80 %

620

6.0

3

1 1 
2

5
4

6

1 
2
3

1 
2

1 1 
2

Profile

1. 動作モード

1.8   冷却
       • e-Drive    を押して     マークを選択すると (図 17)、メニュー «Cool

down OK?» が表示されます (図 18)。e-Drive      を押すと、ディスプレ
イ (5)右下のOKマークが有効になります。これにより、冷却が開始
されます。

       •冷却中、風量は 100%に上昇し、現在の溶接温度が表示されます (図
19)。溶接温度が 60 ℃以下になると、送風機はさらに 2 分間作動し
てから自動的に停止します。表示は規定値表示に切り替わります。

       •冷却中に e-Drive     を押すとヒーターが始動し、ディ
スプレイ (5)に動作表示が表示されます (第 1.2 章 動
作表示参照)。

       •冷却メニューが作動している場合、ドライブはドラ
イブボタン により手動でオンまたはオフにする
ことができます。
ヒーターボタン と送風機ボタン は機能しま
せん。

Profile

80 %

520

6.0

240

(図 14)

(図 15) (図 16)

(図 17)

(図 18) (図 19)
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1.9   スタンバイ
       • 溶接ノズル (9) が溶接位置になく、ユーザーが設定したスタンバイ

時間中、キー入力が行われなかった場合、カウントダウンが行われ
た後 (図 20) 冷却モードが自動的に開始されます。
冷却が始まります。

        •カウントダウン (180 秒) 後、e-Drive       を押すと、ディスプレイ (5) は
動作表示に切り替わります (第 1.2 章 動作表示参照)。

        •スタンバイ時間の調節 (第 2.3 章スタンバイの設定)

1. 動作モード

1.10 故障メッセージ
        •熱風自動溶接機バリアント TI に故障

   が発生すると、ディスプレイ (5) に
メッセージが エラーコードと共に表
示されます。このコードは下のリス
トに記載されている故障を 転写した
ものです。

       •エラー 02 およびエラー 40 の場合、
独自のマークが表示されます。

        •他のすべてのエラーの場合、修理を要求するレンチのマークが表示されます。

エラー 故障のタイプ
Err00 制御電子装置の故障
Err01 温度プローブの断線またはショート
Err02 ヒーターエレメント/電子装置の故障 (どちらか/両方のコイルの断線)
Err04 トライアックの故障 (どちらか/両方のトライアックの故障)
Err08 送風機モーターの故障
Err40 低電圧 25% (電源電圧 75%) はバリアント T1 のみ230 V ～

(図 20)

2. プロフィールの設定

2.1   プロフィール設定のボタンの組み合わせ

ドライブボタンとヒーターボタン
を押した状態で、同時にメインス
イッチをオンにします。

ReleaseRelease

1 1 
2
3

ON
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2.2   プロフィールの作成
        •プロフィールの設定では 7 個の個別のプロフィール

を作成でき、名称、ドライブ /ヒーター /送
風機 のパラメーターを自由に設定し、e-Drive      を
押して保存することができます(図 21)。

        •各種メニュー項目は、操作エレメント (4)で選択できま
す。e-Drive       を押すと、プロフィール設定の選択に戻
ります。

        • e-Drive         を回して、ディスプレイ (5)
の左下または右下の矢印を有効にすることができます。
右矢印 e-Drive     を押すと次ページに進みます (図 15)。
左矢印 e-Drive     を押すと前ページに戻ります (図 16)。

       • e-Drive       を回して が有効になったら、 e-Drive
を押してメニュープロフィール名に進みます (図 22)。

       •プロフィール名では、e-Drive       を回して文字( _  / . / A ～ Z / 0 ～ 9)、
左右の矢印、保存マーク 、戻るマーク を選択する
ことができます。

        •プロフィール名の変更
– e-Drive       を回して、左矢印または右矢印を選択することが
できます。e-Drive      を押して右矢印が有効になると、
プロフィール名における位`置が 1 文字 (黒) 右に移動します。
e-Drive      を押して左矢印が有効になると、プロフィール名に
おける位置が1 文字 (黒) 左に移動します (図 23)。

        – e-Drive        を回して、任意の文字 ( _ / . / A ～ Z / 0 ～ 9)
を選択できます。e-Drive       を押すと、
プロフィール名に黒色で表示された文字は選択した文字に入れ替わります。

        •プロフィール名の保存または消去
– e-Drive      を回して保存マーク を選択した場合、e-Drive       を押すとプロ
フィール名が保存されます。

       – e-Drive       を回して戻るマーク を選択下場合、e-Drive        を押すとプロフ
ィール名が消去されます (保存されません)。

2. プロフィールの設定

1 1 
2
3

1 %

62

6

(図 21)

(図 22)

Save

G

1 1 

J K
S T

U X Y Z
2 534 6789

(図 23)

素材メーカーの溶接指示および国家標準または規格に従ってテスト
溶接を行ってください。
テスト溶接の点検をしてください。

2.3   スタンバイの設定
       •スタンバイ時間は、冷却 (第 1.8 章冷却参照) が自動的に開始され

るまでに (キー入力が行われず、溶接ノズル (9)が溶接位置にない
状態で) 経過しなくてはならない時間を規定しています。

        –時間は、e-Drive         を回して 5 ～ 120 分の間で調節できます。
工場出荷時は 40 分に設定されています。

        • e-Drive      を押すと、プロフィール設定の選択に戻ります。

Save

Save
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• 設定温度にならない (温度表示が点滅する)
   –電源電圧を確認します。

–風量を減らします。
–温度を下げます。

• 熱風機が溶接位置に固定されない
   –ボールプレッシャーデバイスの調節手順：
   – 溶接ノズル (9)を冷却します。

(103ページの第 1 章動作モード、第 1.8 章冷却)
   – 溶接ノズル (9)を溶接位置にします。
   –スクリュードライバーを使用して、ボルト (30)
を軽く締め付け、ボルト (30)を半回転ほど
戻します。

よくある質問                       故障 ‒ 原因 ‒ 措置

• 溶接機が自動的にオフになる
   ‒ スタンバイモードにより、溶接機は設定されている時間が経過すると自動的にオフに
なります (工場出荷時は 40 分に設定されています)。
必要に応じてスタンバイ時間を長くします (105ページの第 2章プロフィールの設定、
第 2.3章 スタンバイの設定)。

• 溶接の品質が悪い
‒作動速度、溶接温度、風量を点検します。
– 溶接ノズル (9)を真鍮ブラシで清掃します。
– 溶接ノズル (9)の調節が間違っています。

   溶接ノズル (9) の調節手順
             溶接ノズル (9)を冷却します (103ページの第 1 章 動作モード、第 1.8 章 冷却)。
             ホルダーのヘキサゴンソケットボルトを緩めます。
             熱風機 (8) を回して角度を調節します。
             溶接ノズル (9) は矢印Lの部分がノズルゲージ (34)上、矢印Rの部分がベース上にな

くてはなりません。
             ホルダーのヘキサゴンソケットボルトを締め付けます。
             ノズルゲージ (34)の位置を合わせます。ノズルゲージ (34)の目盛りを確認します。
             熱風機 (8)を溶接位置にします。
             回転軸調整スクリュー (25)を緩めます。
             熱風機 (8)をノズルゲージ (34)と並行にします。
             回転軸調整スクリュー (25)を締め付けます。
             ノズルゲージ (34)を取り外し、テスト溶接を行います。

9 30

A
B
C
D

E
F
G
H
I
J
K

40
m

m

A B C D E F

G H I J K 20 mm 

40 mm 

L
R
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• 熱風自動溶接機が溶接部から離れない (重ね合わせ溶接)
   – キャスター (14)のホイール微調整手順：
   – 溶接ノズル (9)を冷却します。

(103ページの第 1 章動作モード、第 1.8 章冷却)
   – メインスイッチ (3)をオフにします。
   –電源ケーブルを電源から抜きます。
   – 追加荷重 (16)を取り外します。
   – 自動溶接機を横に倒します。
   – ホイール微調整用固定スクリュー (31)
緩め、ホイール微調整レバー (32)
を任意の位置にします。

   – ホイール微調整用固定スクリュー (31)
を締め付けます。

   –熱風自動溶接機を溶接位置にします。
   – 追加荷重 (16)をセットします。
   –熱風自動溶接機を再び作動させます。
   –テスト溶接を行います。

• 自動起動装置が作動しない
溶接ノズル (9)の挿入後、モーターが自動的に始動しない場合、開始センサー (6)の調節が間
違っている可能性があります。
– 開始センサー (6) の調節手順：

   – 溶接ノズル (9)を冷却します (103ページの第 1 章動作モード、第 1.8 章冷却)
   – メインスイッチ (3)をオフにします。
   – 熱風機 (8) で溶接ノズル (9)を溶接位置に向けてかみ合わせます。
   – ヘキサゴンレンチを使用した開始センサー (6)のセットスクリュー (7)での調節手順：

重要：切り替え距離： 0.2 ～ 0.5mm
   –機能点検を行います。

OFF

6 7

39

それでもモーターが自動的に始動しない場合は、サービスセンターに連絡してください。

よくある質問                       故障 ‒ 原因 ‒ 措置

9

9

8

14

OFF

• 溶接の幅が一定でない
   –ガイドローラーの微調整手順：
   – 溶接ノズル (9)を冷却します。

(103ページの第 1 章動作モード、第 1.8 章 冷却)
   – 溶接ノズル (9)を溶接位置にします。
   – ガイドローラー (15)のヘキサゴンソケットボルトを緩めます。
   – ガイドローラー (15)を任意の位置にします。
   – ヘキサゴンソケットボルトを締め付けます。
   – テスト溶接を行います。

159

31

31
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製品番号 141.891 バリアント T1、230 V / 40 mm、ユーロプラグ付きノズル
製品番号 141.892 バリアント T1、230 V / 20 mm、ユーロプラグ付きノズル
製品番号 141.893 バリアント T1、400 V / 40 mm、CEEプラグ付きノズル (3LNPE)
製品番号 141.894 バリアント T1、400 V / 20 mm、CEEプラグ付きノズル (3LNPE)
製品番号 147.739バリアント T1、200 V / 40 mm、プラグなし溶接ノズル
製品番号 147.748 バリアント T1、200 V / 20 mm、プラグなし溶接ノズル

技術上/安全上の理由から、必ずライスター純正品を使用してください。
製品番号 142.650 シーム/                                  製品番号 139.438 追加荷重
パイピングキット一式
製品番号 140.530 シーム/                                 製品番号 137.843 T型グリップガイドバー上
パイピングアタッチメント
製品番号 142.221 ブランクホルダー               製品番号 116.798 真鍮ブラシ
製品番号 141.326 パイピングガイド               製品番号 142.705 携帯用ケース

• ライスタープロセステクノロジーズ社および指定サービスセンターでは、無料の溶接
コースおよび トレーニングを提供しています。詳細については、www.leister.com を参照
してください。

• 熱風機 (8)の吸気口が汚れた場合は、ブラシで清掃してください。
• 溶接ノズル (9)は真鍮ブラシで清掃してください。
• 電源ケーブル (1) とプラグに電気的/機械的故障がないか点検してください。

• ドライブカウンターが 400h、または送風機カウンターが 2000hになった
ら、メインスイッチ (3)を次回オンにした時、ディスプレイ (5)に «Main-
tenance servicing» というメッセージが表示されます。このメッセージは
10 秒間表示され、操作エレメント (4) でスキップすることはできません。

• 修理は、必ず指定のライスターサービスステーションで実施してくださ
い。これらのサービスステーションは、24 時間以内に配線図および交換
部品リストに従って純正交換部品を使用した、専門的で信頼できる修理サ
ービスを保証します。

• 当機器には直接の販売店パートナーにより保証または保証サービス権利がお買い上げの
日付より有効となります。保証または保証サービスを請求なさる場合には（領収書また
は納品書等の証明書が必要）、製造ミスまたは加工ミスが販売パートナーにより交換品
をお届けするか、または修理するなどで処理されます。ヒーターエレメントは保証サー
ビスまたは保証内容から外されています。
• その他の保証および保証サービスの請求は、強行法規の範囲内で認められません。
• 使用の過程で生じる自然な摩耗、過負荷、不適切な使用に起因する損傷は保証の対象外
となります。
• お客様が改造や変更を行った場合、当社では一切の責任を負いかねます。また、このよ
うな製品も保証の対象外となります。

ライスターバリアントT1 の仕様

付属品

トレーニング

メンテナンス

サービスと修理

保証

109







B
A

 V
A

R
IA

N
T 

T1
/0

3.
20

10
/1

2.
20

15
A

rt
. 1

41
.8

88
 (p

ar
t 2

)

®

Your authorised Service Centre is:

Leister Technologies AG
Galileo-Strasse 10
CH-6056 Kaegiswil/Switzerland
Tel.    +41 41 662 74 74   
Fax    +41 41 662 74 16    
www.leister.com
sales@leister.com
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